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複雑性尿 路感染 症 に対す るCefmenoxime(SCE-1365)の 臨 床 的検討
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注射用半合成セファロスポリン系抗生剤Cefmenoxime(CMX,SCE-1365)を 複雑性尿路感染症

31例に使用 し,30症 例につき臨床効果を検討 した。投与量は1日1gな い し2gで,い ずれも原

則として5日 間投薬終了後に効果を判定した。30症 例の総合臨床効果は,有 効15例,無 効15例 で有

効率は50%で あ った。単独感染は17例,混 合感染は13例 であり,カ テーテル留置症例は21例(70%)

と多くを占めていた。菌消失率は46株 中,32株(70%)で あ った。

副作用として,自 ・他覚的に臨床症状を呈した症例はなく,3例 にGOT,GPTの 軽度,か つ一

過性の上昇を認めた。

Cefmenoxime(CMX,SCE-1365)は 武田薬品工業株

式会社にて開発された新 しい半合成セファロスポ リン系

抗生物質である。本剤 は広範 囲抗菌スペクトラムを有

し,従来の同系薬剤に比較して特にグラム陰性桿菌に対

しすぐれた抗菌力を示す。 また作用は殺菌的でβ-lacta-

maseに も安定であるといわれている1)。

今回われわれは本剤の提供を受け,慢 性複雑性尿路感

染症例に使用し若干の知見を得たので報告する。

I. 方 法 と 対 象

1979年5月 より12月までに東京大学泌尿器科およびそ

の関連病院泌尿器科にて(尿 路感染症に対して)本 剤を

使用した症例は31例 であった。いずれも慢性複雑性尿路

感染症で,上 部尿路感染症例11例 ,下 部尿路感染症例20

例であった。なお上部尿路感染症例のうち,腎 孟腎炎の

1例は改善傾向なく2日 間の投与で中止 しており
,後 述

の効果判定基準より除外し
,30症 例について臨床効果を

検討した。

投与経路は筋注が2例 ,静 注が13例,点 滴静注が10例,

筋注+静 注5例,静 注+点 滴静注1例 で
,1日 投与量は

1gが25例 ,2gが6例 であった。投与日数は2日 ～8

日で,う ち5日 間投与が27例 と大部分をしめた。

効果判定はUTI薬 効評価基準2)に 準じて行った。

副作用の検討は全症例31例 について自他覚的副作用の

有無,お よび投与前後における臨床検査値の推移(一 般

血液,肝 機能,腎 機能)に ついて検討した。

II. 成 績

症例および臨床成績をTable1に 示 した。症例1～

21ま でが下部尿路感染症例で,症 例22～31ま でが上部尿

路感染症例である。下部尿路感染症例における基礎疾患

としては,前 立腺肥大症例が11例 と最も多く,つ いで悪

性腫瘍が7例,そ の他神経因性膀胱,子 宮筋腫,尿 道狭

窄各1例 であった。上部尿路感染症例の基礎疾患は悪性

腫瘍が5例,腎 結石2例,尿 道狭窄,膀 胱尿管逆流,神

経因性膀胱各1例 であった。

UTI薬 効評価基準に適合する30症 例 について,同 基

準に従い分類 した群別臨床効果をTable2に 示す。単

独感染症例は17例(57%),そ の うち,カ テーテル留置

症例10例(33%),前 立腺術後感染症,そ の他の上部尿

路感染症,各2例(7%),そ の他の下部尿路感染症3

例(10%)で あ った。混合感染症例では計13例(43%)
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Table 2 Overall clinical efficacy of CMX classified by type of infection

Table 3 Overall clinical efficacy of CMX in complicated U.T.I.

で,カテーテル留置症例11例(37%),非 留 置例2例(7

%)で あった。カテーテル留置症例は全症例の70%を 占

めていた。

群別の有効率をみると,単 独感染群では著効症例はな

く,有効9例,無 効8例 で有効率は53%で あ った。

第2,3群 はあわせて4例 にすぎないが,い ずれも有

効であった。1,4群 はそれぞれ40% ,30%の 低率であ

った。混合感染群では5群36% ,6群100%で カテーテ

ル留置例の有効率が低かった
。

総合臨床効果をTable3に 示 した。 著効例はなく,

有効15例(50%),無 効15例 で総合有効率は50%で あ っ

た。

膿尿と細菌尿との関係をみると,膿 尿については正常

化3例(10%),減 少5例(17%) ,不 変22例(73%)で

膿尿の改善率は低率であった。

Table 4 Bacteriological response to CMX
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Table 5 Relation between MIC and bacteriological response in CMX treatment

Inoculum size : 108 CFU/ml

Table 6 Laboratory findings
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一方,細 菌尿 に 対 す る効 果 は 菌 消失14例(47%),減

少0,菌 交代2例(7%),不 変14例(47%)で 細 菌 尿

の陰性化の方が膿 尿 の改 善率 よ りす ぐれ て い た 。

細菌学的効果 はTable4に 示 した 。10菌 種46株 の 菌

が分離され たが,そ の なか でPseudomona aeruginosa

11株,Serratia marcescens 10株,Eｓcherichia coli9株

と多 く検 出され た。除 菌 効 果 で は,E.coli,Klebsiella

Pneumoniae4株,Proteus属2株 はす べ て 消 失 したが,

P,aeruginosaは 消 失4株(34%)で 除 菌 効果 は 劣 って

いた。またS.marcescensで は10株 中6株 に 菌 消失 を認

めた。検出菌46株 中32株(70%)に 菌 の 消 失 を認 め た。 投

与後出現菌 はCandida,P.aeruginosa各1株 で あ った。

投与前に検出 され た 菌種 のMICを 測 定 し,そ れ と菌

消失率 との相 関をみ たの がTable5で あ る。MIC400

μg/m1以 下の19株 はす べて 消 失 し，800μg/mlの11株

では1株 が 消失,10株 が 存 続 して,800μg/mlのMIC

が消失あるいは 存 続 の 分 か れ 目 で あ る こ とが 示 唆 され

た。

副作用 は31例 につ い て検 討 した。 自他 覚 的 な所 見 と し

て認め られ た副 作用 は全 くなか った 。 臨 床 検 査 値 の推 移

はTable6に 示 し た。3症 例(No.11,21,23)に

GOT,GPTあ るいはAl-Pの 軽 度 上 昇 が み られ たが,

うち2例 は投与 後1な い し2週 目で 正 常 化 し,他 の1例

は追跡 しえなか った。

III. 考 察

近年抗生物質 の開発 はめ ざま しい もの が あ るが,特 に

Cephalosporin系 新 抗生 物 質 の 探 求 は長 足 に進 歩 した。

しか し,そ の使用 量 も急 激 な増 加 を 示 して い る 一方,こ

れらの薬剤に対 す る耐 性 菌 も出現,増 加 の 傾 向 をみ せ て

いる。

泌尿器科領域 で も難 治 性 の複 雑 性 尿 路 感染 症 に お い て

特にS.marcescens,P.aeruginosaな どの 検 出 率 が 増加

してきてお り,今 回の わ れわ れ の 成 績 で もP.aerugin-

osa11株,Serratialo株 と全46株 中 の半 数 近 くを こ の2

菌種で占めてい た。 これ らの菌 種 に 対 して は従 来 ア ミノ

配糖体系薬剤が有 用視 され て き たが,そ れ に よ る第8脳

神経障害あ るい は腎毒 性 が危 惧 され,ま た近 年 ア ミノ配

糖体系薬剤に対す る耐 性 菌 の 増加 を考 慮 す る と3・4),こ

れ らの菌種 に対す る有 効 性が 期 待 され,か つ安 全性 が す

ぐれている抗生剤 が望 まれ て き た。

今回,わ れわれ が 使 用 したCMXはCephalosporin

系抗生物質 のひ とつで,そ の安 全 性 の 面 で は既 存 同系 薬

剤に劣らず,そ の抗 菌 力 につ いて は グ ラ ム陰 性 桿 菌 に対

してCefazolinの10～100倍 す ぐ れ て お り,そ の抗 菌

スペク トラム もEnterobacter
,Citrobacter,Indole陽 性

Proteus,Serratiaあ るいは一部緑膿菌にまで拡大 してい

る1)。 今回われわれが対象とした複雑性尿路感染症31例

(うち効果判定可能症例30例)に おいてグラム陽性球菌

5株 中4株(80%)消 失,グ ラム陰性桿菌40株 中28株

(70%)消 失をみたのはその抗菌スペクトラムが広 くグ

ラム陽性菌,陰 性菌を カバー していることを示 してい

る。しか しP.aeruginosa11株 中4株 しか 消失 しえな

かったのはCMXの 本菌種に対する限界を示すものか

もしれず,あ るいは用法,用 量に再検討の余地があると

も考えられる。一方,そ の他のグラム陰性桿 菌のE.

coli,Klebsiella,Proteus,Enterobacterに ついては19株

中18株(94.7%)が 消失し,本 剤の抗菌力がす ぐれてい

ることを示 している。

臨床効果の点で総合有効率は50%で,UTI薬 効評価

基準の分類における第1群,第4群 のカテーテル留置例

の有効率がそれぞれ40%,36%と か なり低かった。複雑

性尿路感染症のなかでもカテーテル留置例は難治である

ことはいうまでもないが,今 回この留置例が30例 中21例

と多数を占めたことが総合有効率を50%に とどめたもの

と考える。非留 置例は1例 をのぞきすべて有 効であっ

た。

膿尿と細菌尿との関係では,細 菌尿については菌消失

率47%,菌 交代7%と,除 菌率は総合有効率50%に 近い

が,膿 尿の改善率が正常化10%,減 少17%と 劣 ってい

た。この傾向は複雑性尿路感染症に対する他同系薬剤使

用時の成績と類似していると考える。

細菌学的効果 は,前 述のようにP.aeruginosaを 除

き一応評価 しうる成績であった。

今回の臨床検討中CMX投 与前に検出された細菌に

対する本剤のMICと 除菌効果との関係を検討すると,

400μg/ml以 下のMICの 菌株はすべて消失し,800μg/

ml以 上では11株 中10株 が存続 し,MICと 除菌効果との

関係が800μg/mlを 境に分かれていた。本剤投与時の

尿中濃度が今回汎用 された191時 間の点滴静注時,

投与開始後2時 間～4時 間でも最低1,000μg/ml以 上の

濃度を維持5)す ることから800μg/mlあ た りに分岐点が

あることは肯けることと考える。

副作用の点では,CMX投 与時所見としてあらわれた

自他覚的所見は全く認められなかった。臨床検査値上3

例にS-GOT,S-GPTあ るいはAl-Pの 軽 度 かつ一過

性の上昇がみられたが,他 には検査値の異常化は認めら

れず,安 全性の点でもすぐれた薬剤と考えられた。
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CLINICAL EVALUATION OF CEFMENOXIME (SCE-1365)

IN COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS
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Cefmenoxime (CMX, SCE-1365), a new semisynthetic cephalosporin antibiotics, was administrated to 30
cases diagnosed as complicated urinary tract infections. All patients recieved injection of 500 mg or 1,000 mg
(twice a day) for 5 days.

Clinical results were good in 15(50%) and poor in 15 paitents(50%),
Effectiveness rate was 50%. In bacteriological response, eradication of organism resulted in 32(70%), and

persistence in 14(30%) out of 46 strains. As for side effects, slight elevation of serumtransaminase was
ebserved in 3 cases.


